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	チーム・パシュート通信 VOL.5
	消費税減税、 　　　　１％の違和感
	「「ねえねえ、今日の夕飯は、買って帰る？ 食べに行く？」～消費税減税で見落としたもの
	「社会保障の充実」がどうして「減税」になったのか？
	こうした増税を許さない政治不信によって、政治の主語が“より良い国民生活”ではなく“その時の流行”にすり替わってしまっている象徴のような事案が、今回の食料品の消費税1％案だと私たちは感じています。正直、私たちが得するのかわかりません。それが違和感につながるのです。
	生活に響く消費税、世界につながっているのだと気づかないといけない
	目先の損得で消費税減税が決まっていっていますが、本来ならばどのような社会を目指し、どのような人たちを支援したいのか。そして次の世代に何を残したいのかという議論が先にあるべきではないでしょうか。税率はあくまで手段です。目的ではありません。  実際に手取りを減らしている「子ども・子育て支援金」の徴収方法や負担のあり方も含め、私たちの家計全体を俯瞰して見直してほしいと思います。現状では家計の無駄遣いを調べずに、インフレでパニックになり、「給料をもっと家計に入れろ」「嫌だ」と口論になる家族のようなものです。  さらに言えば、日本は巨額の財政赤字を抱えており、低金利であるため、財政破綻の危険性が高まっていると言われます。そして、国際金融市場においては変化できずに衰退する日本に円安という形で不信を突きつけます。エコノミストの中には円は最弱通貨だという方もいらっしゃいます。単に消費税の減税だけを議論できる状況ではないのです。消費税は国際金融市場、家計負担や社会保障、医療介護、中小企業支援、地方財政、子育て政策、税制度全体の公平性といった複数の視点を同時に考える必要があるのです。  しかしながら、政治の世界だけでなく、社会全体で「シングルイシュー化」が進んでいるように思います。一つの課題だけに注目し、それを善悪や賛否で判断しようとする傾向です。 だからこそ、こうした複雑に進行する様々な関係性を正面から受け止め、様々な階層、年齢、様々の方々と経験や感動や反省や失敗に耳を傾け、苦労や課題を共有してゆく小さな場の創出の蓄積は確実に小さな行動の変化を呼び起こすと私たちは信じているのです。  終わりに、私たちが望むべき国会とは、食料品の消費税率「ゼロか1％か」を競う場所ではありません。複雑な課題を複雑なまま受け止め、異なる立場の人々が知恵を出し合いながら、より良い未来を模索する場所です。  そして、私たちが選ぶべき国会議員とは、耳触りの良い答えを示す人ではなく、社会全体を見渡しながら、その複雑さを国民と共に考え続けることのできる人ではないでしょうか。


	チームパシュートとは
	私たちは、一般社団法人ソブリン・ムーブメントの活動チーム「チームパシュート」です。 チームパシュートという名前は、スピードスケートの団体競技に由来しています。この競技では、選手たちが互いを支え合いながら隊列を組み、それぞれの役割を果たしながらゴールを目指します。私たちも同じように、一人ひとりが得意なことや経験を活かしながら、より良い社会の実現に向けて活動しています。 私たちが取り組んでいるのは、「主権者運動」です。政治や社会の課題を誰か任せにするのではなく、自分たちの暮らしと結びつけて考え、学び、語り合い、行動することを大切にしています。発信する人、企画する人、地域で対話を広げる人など、それぞれが自分らしい役割を担いながら活動しています。 社会を変えるのは特別な誰かではなく、私たち一人ひとりです。チームパシュートは、仲間とともに学び、支え合いながら、一歩ずつ未来へ進む主権者のチームです。
	連絡先　担当：吉田理子　（070-5542-0443）　



